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背景と⽬的

 近年，四国地⽅や中国地⽅などのスギ・ヒノキ林においてニホンキバチとAmylostereum 属菌類による林⽊の変⾊被害が顕在化しは
じめている。これまで⽊材穿孔性昆⾍の⼀群であるニホンキバチの⽣態や防除に関する研究が⾏われてきた。しかし，変⾊被害の原因
となるAmylostereum 属菌類の⽣態や変⾊機構などの研究は著しく遅れている。そこで本研究では，変⾊被害の原因菌やその培養的特
性を解明すること及びスギ，ヒノキの⽣⽴⽊に対する原因菌の病原性（材変⾊性）を明らかにすることを⽬的とした。

成 果

 ニホンキバチの雌と雄を解剖した結果，雌（写真１︓ニホンキバチの雌）は必ず胞⼦貯蔵器官（マイカンギア，写真２）内にかすがい連
結のある菌⽷を保持していた（写真３︓マイカンギア内の菌⽷）。マイカンギアから分離した菌の培養菌株は菌叢の⾊，菌⽷成⻑，菌⽷型
が同じで，菌⽷にはすべてかすがい連結が認められた。培養菌叢はポテトデキストロース寒天培地上で綿⽑状，⻩褐⾊で，不快な臭い
がした。四国地⽅のスギ伐り捨て間伐林において菌類調査を⾏った結果，伐り捨て間伐⽊の樹⽪上にAmylostereum 属菌類の⼦実体が
発⽣しているのが発⾒された。本菌を分類学的に検討した結果，⽇本では未報告のAmylostereum laevigatum と同定された（写真
４︓伐り捨て間伐林で採集されたAmylostereum laevigatumの⼦実体）。マイカンギア由来の菌と⼦実体由来の菌の培養的特性はほとんど同じで
あった。マイカンギア由来の菌と⼦実体由来の菌ともに菌⽷体の成⻑パターンが同じであった。マイカンギア由来の培養菌株を滅菌し
た新鮮なスギ丸太に接種した結果，A. laevigatum の⼦実体が６か⽉後に形成された。以上の結果から，四国地⽅のニホンキバチのマ
イカンギアから分離された菌はA. laevigatum であることが明らかになった。また，これまでキバチ類と関係を持つAmylostereum 属
菌類は世界的には２種が知られていたが，本菌がキバチ類と共⽣関係にあることは今回初めて明らかにされた。

写真１︓ニホンキバチの雌 写真２︓マイカンギア

写真３︓マイカンギア内の菌⽷ 写真４︓伐り捨て間伐林で採集された
Amylostereum laevigatumの⼦実体

 スギ，ヒノキの⽣⽴⽊に対する⼦実体由来の菌株とマイカンギア由来の菌株の接種試験の結果，接種⽊すべてに変⾊が認められた
（写真５︓接種試験によるスギ⽣⽴⽊の材部変⾊︔a-マイカンギア由来菌株の接種，b-⼦実体由来菌株の接種，c-コントロール（滅菌楊枝のみの接種），写真
６︓接種試験によるヒノキ⽣⽴⽊の材部変⾊︔a-マイカンギア由来菌株の接種，b-⼦実体由来菌株の接種，c-コントロール（滅菌楊枝のみの接種））。変⾊は⾚
褐⾊〜淡褐⾊，横断⾯では紡錐形で，スギよりもヒノキの⽅が薄かった。マイカンギア由来菌株の接種による変⾊の形状及び⼤きさと
⼦実体由来菌株の接種による変⾊の形状及び⼤きさはほとんど同じであった。接種菌が接種⽊から再分離され，コントロールからは分
離されなかったことから，接種菌の材変⾊性が明らかになった。

写真５︓接種試験によるスギ⽣⽴⽊の材部変⾊︔a-マイカンギア由
来菌株の接種，b-⼦実体由来菌株の接種，c-コントロール（滅菌楊
枝のみの接種

写真６︓接種試験によるヒノキ⽣⽴⽊の材部変⾊︔a-マイカンギア
由来菌株の接種，b-⼦実体由来菌株の接種，c-コントロール（滅菌
楊枝のみの接種）
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